
のご案内

～回復期リハビリテーション病棟について～

Ver.１（2019.12月）



《診療科目》

整形外科・脳神経外科

リウマチ科・内科・リハビリテーション科

《施設基準》

回復期リハビリテーション病棟入院料Ⅰ

療養病棟入院基本料Ⅰ

疾患別リハビリテーション

脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)/運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)/がん患者リハビリテーション料

病院概要

病院機能評価を取得しています！
（リハビリテーション病院/慢性期病院

回復期リハビリテーション）

《事業内容》

入院 160床 回復期リハビリ病棟 106床

療養病棟 54床

外来

訪問看護ステーション
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の特徴

早期に発見し、予防的な
治療につなげます

集中的なリハビリをして、日常生活動
作の回復などを図ります

回復期

リハビリテーション

病棟
健康管理やリハビリを行い、
自宅での生活を支えます

予防 回復期 生活期急性期

総合病院脳ドック

外来

訪問看護

療養病棟

病院での療養が必要な方へ
医療ケアや自宅への退院
支援もしています

外来・入院・訪問看護まで自宅での暮らしを

支える病院を目指しています



様々な職種が専門性を発揮し、患者さんの目標が

達成できるように支援します

入院中は、各職種の担当が継続して関わります

退院後も切れ目の
ない支援となるよう
地域の関係者と
連携しています



リハビリ提供時間 土日祝日も毎日リハビリをしています

（当院1日平均2時間46分／全国1日平均59.2分）

専門職がチームを作り、きめ細やかなリハビリテーション計画を
立て、患者さんに適切なリハビリテーションを提供します

急性期病院を退院された患者さんが、効果的なリハビリテーションを

集中して行うための病棟です

回復期リハビリテーション病棟とは？
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1日の流れ
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リハビリテーションを途切れることなく継続することで、

効果的な回復が期待できます

体調確認や休息をとりながら、1日2～3時間のリハビリを午前・午後に分けて行います

また、家庭生活を想定して病棟で看護師等による訓練も随時行います

余暇時間を有効に活用できるよう貼り絵などの作業活動の機会もつくっています

月に1度、医師面談があります。そのときに患者さんやご家族と今後の生活について
話し合いを行っています。

☞

☞



充実した退院支援を目指して

必要に応じて入院されて1週間くらいの時期に患者さんの自宅を訪問し、その生活空間を把握

することで、「地域に戻られてからの生活」を見据えて目標を設定します
退院前にも訪問して住宅改修や福祉用具の提案をさせていただきます

健康管理や介護が続けられるように退院に向けて、薬剤師や管理栄養士、歯科衛生士、

介護福祉士も一緒に関わっていきます

患者さんが当院を退院された後にも病状によっては施設への入所・かかりつけ医への通院や
介護保険等の申請が必要になることもあります。患者さん・ご家族の不安や相談事を

相談員が地域の関係機関と連携して、解決に向けて一緒に考えていきます

外来リハビリテーション、訪問看護ステーションの看護師・療法士が日常生活の看護や
医療処置、リハビリテーション、介護者の支援・相談などそれぞれの専門性を生かして、

ご自宅での生活を支援します

☞

退院後の地域生活を見据えたフォローアップ

☞

☞

☞



1F 訓練室

病棟 訓練スペース

リハビリに専念できる“ 人 と 環境 ”が整っています！

●リハビリ専門医 … 常勤3名

●理学療法士 … 57名
（起き上がる・座る・立つ・歩く）

●作業療法士 … 28名

（日常生活動作・環境調整・趣味活動・家事）

●言語聴覚士 … 12名
（伝える・理解する・食べる・飲み込む）



ドライブシミュレーター 入浴シミュレーター

応用歩行路

運転の模擬評価 入浴の模擬訓練・評価

屋外での段差や坂道を想定した歩行訓練

自宅に帰ってからも

やりたいことができるよう

一緒に考えていきます



病院敷地内の畑

家事や畑仕事などの訓練を

取り入れています

椅子に座って草取りや水やりなどの畑仕事ができます

台所

調理訓練・評価（料理や皿洗いなど)



保険区分
入院費 概算（30日試算）

※限度額認定証有りの場合・4回目以降減額
合 計

・社会保険
（本人・家族）
国民健康保険
退職者国民保険

・高齢者医療
高齢者医療

※低所得者の方は
「限度額適用・標準
負担額減額認定証」
必要

区分ア
又は
現役Ⅲ

252,600円+(総医療費-842,000円×1%)
食事料一部負担金（460円/食）41,400円
＊65歳以上の方は、生活環境負担（370円/日）プラス11,100円

65歳未満
約300,000円

65歳以上
約305,000円

区分イ
又は
現役Ⅱ

167,400円+(総医療費-558,000円×1%)
食事料一部負担金（460円/食）41,400円
＊65歳以上の方は、生活環境負担（370円/日）プラス11,100円

65歳未満
約217,000円

65歳以上
約223,000円

区分ウ
又は
現役Ⅰ

80,100円+(総医療費-267,000円×1%)
食事料一部負担金（460円/食）41,400円
＊65歳以上の方は、生活環境負担（370円/日）プラス11,100円

65歳未満
約124,000円

65歳以上
約135,000円

区分エ
又は

高齢者一般

57,600円
食事料一部負担金（460円/食）41,400円
＊65歳以上の方は、生活環境負担（370円/日）プラス11,100円

65歳未満
約100,000円

65歳以上
約110,000円

区分オ
35,400円
食事料一部負担金（210円/食）18,900円
＊65歳以上の方は、生活環境負担（370円/日）プラス11,100円

65歳未満
54,300円

65歳以上
65,400円

低所得２
24,600円
食事料一部負担金（210円/食）18,900円
生活環境負担（370円/日）11,100円

54,600円

低所得１
15,000円
食事料一部負担金（100円/食）9,000円
生活環境負担（370円/日）11,100円

35,100円

【 健康保険法の規定による個人負担金】医療療養病棟（４Ｆ）へ入院されている場合は、医療区分ごとに食
事料一部負担額が異なります。詳しくは、入院時にご説明いたします。

入院費は、健康保険分のみです
※洋服やタオル、おむつなどはご家族のご用意となります


